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【短報】千葉県におけるサメハダマルケシゲンゴロ
ウの初記録とマルケシゲンゴロウの記録削除
サメハダマルケシゲンゴロウ Hydrovatus stridulus 

Biström, 1997は，ゲンゴロウ科マルケシゲンゴロ
ウ属の小型種である （中島ら，2020）．日本におけ
る本種の初記録が 2016年に発表され （稲畑，2016），
それ以降各地のマルケシゲンゴロウ属の標本が再
検討されたことにより，現在の国内分布は本州 （群
馬，茨城，埼玉，静岡，富山，石川，福井，愛知，
岡山，島根），九州 （熊本），南西諸島 （奄美大島，
徳之島，伊平屋島，沖縄島，久米島，池間島，石垣島，
小浜島，西表島，与那国島） とされている （稲畑，
2016；渡部ら，2016，2022；渡部・保科，2016；戸田，
2017；吉村・渡部，2017；末長ら，2017；亀澤・
渡部，2018；仲田，2018；司村，2018；井上・渡
部，2018；佐野ら，2019；林，2020；Watanabe et 
al. 2020；澤田ら，2022；渡部・吉富，2023）．これ
らの記録の中には，過去にマルケシゲンゴロウ H. 
subtilis Sharp, 1882と発表されていたものを再検討
した結果，サメハダマルケシゲンゴロウであるこ
とが判明した事例も多い （渡部ら，2016；亀澤・渡
部，2018；Watanabe et al. 2020など）．
千葉県からのマルケシゲンゴロウの記録は，信
太 （1998） による佐倉市からの 1雄のみである．筆

者のうち中村は，この
記録の再検討の必要性
を感じ，千葉県立中央
博物館に所蔵されてい
る証拠標本を確認した．
再同定の結果，この
標本はサメハダマルケ
シゲンゴロウと同定さ
れた．これに伴い，千
葉県からのマルケシゲ
ンゴロウの記録は抹消
されることとなる．ま
た，筆者のうち菅谷と
佐野は，千葉県におい
てサメハダマルケシゲ
ンゴロウを採集してい
る．これらをあわせて
千葉県初記録として報告する．
報告に先立ち，標本調査に便宜を図ってくださっ

た斉藤明子氏 （千葉県立中央博物館） に御礼申し上
げる．

サメハダマルケシゲンゴロウ Hydrovatus stridulus 
Biström, 1997

1 ♂， 佐 倉 市 太 田，2. VIII. 1997, T. Shida 採
集，千葉県立中央博物館保管 （登録番号：CBM-
ZI111932） （信太，1998）；2♀ （図 1），山武郡横芝
光町宮川 乾草沼，10. V. 2010，菅谷採集，渡部保管；
1♀，大網白里町金谷郷 金谷池，2. VII. 2011，佐野
採集，保管．
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図 1．千葉県産サメハダマル
ケシゲンゴロウ雌．
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【短報】福岡県におけるホソアシカミキリモドキの
記録

Xanthochroina tarsalis （Kôno） ホソアシカミキリ
モドキは，Kôno （1937） によって鹿児島県種子島と
台湾から新属 （Anancosessinia） 新種として記載され
た種である．その後，屋久島や四国 （沖ノ島），西
表島から記録されたが，溝田 （1998） は本種を「原
記載以降まったく採集されていない“幻のカミキ
リモドキ”」として紹介している．また，秋山（2000）
は原記載後の四国 （沖ノ島） の記録については標本
が実見できなかったとし，屋久島や西表島から記
録された標本を実見した上で共に別種の同定間違
いであるとし，対馬を新産地として加えた．現在
までに知られる本種の分布記録は，四国 （沖ノ島）?，
対馬，種子島，台湾となる．
筆者は，従来記録がなかった福岡県において本

種を採集しているので報
告する．

1♀，福岡県うきは市
浮羽町新川分田，24–29. 
VII. 2022. LEDライトト
ラップによる．
筆者採集．同定は筆者
及び今坂正一氏．九州大
学総合研究博物館保管．
頭部，前胸，上翅は

黄褐色で翅端のみ黒色．
複眼から先の頭部が短く，触角間は眼と眼の間よ
り幅広い．大あごは強く曲がり小あごひげ末端は
広がらない．触角末端節は側面の一部が削られる．
後跗節第 1節は 2～ 4節を合わせた長さより長い
等の特徴がある．
採集地周辺は福岡県南東部，大分県日田市と接
する地域で，標高約 200～ 500 mの緩い起伏の山
地が広がる．また，福岡県で最も林業が盛んな地
域の一つで，広大なスギ・ヒノキの人工林が広がり，
広葉樹からなる原生林・二次林はほとんど見られ
ない．
本種を採集したのは，標高約 320 m，U字型にカー

ブしている幅 5 m程の林道の中に残された，長径
約 60 m，短径約 50 mの楕円形のエリアである．こ
こは，採集地周辺では数少ない広葉樹の二次林で
ある．林相は貧弱で，シイやコナラ等の灌木から
なり，胸高直径 40 cm程のアカマツが数本残存し
ている．林内にはよく日差しが入り，乾燥している． 
30年ほどまでは，現在よりアカマツ林が広く見ら
れたという地である．
末筆ながら，同定をはじめ，貴重なご意見を頂

いた今坂正一氏 （久留米市） に厚くお礼申し上げる．

図 1．うきは市産ホソアシ
カミキリモドキ．
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 左下：左後跗節
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